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明日に向かって
自分もみんなも輝こう !!

明日に向かって
自分もみんなも輝こう !!

今できることを
一生懸命する

ボランティア活動を
ライフワークにしたい

今からでも震災の

ボランティアをしたい

今の熱い思いを
持ち続けたい

会社を退職したので、

自分の好きなことを

やっていきたい

子どもたちに

やさしい気持ちを

育んでもらえるよう、

活動を続けていきたい

何でもないことで

びっくりするほど

喜んでもらえたことが、

心に残っている

好奇心を忘れず、
挑戦していきたい

笑顔で
がんばる

生きているうちは
したいことをする

仲間のつながりを

広げたい

　昨年11月に「ボランティアのつどい」を開催。東近江市内のボランティアが

集まり、これからへの思いを語り合いました。みなさんの声を紹介します。
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東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
『
東
近
江
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
』
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
は
、「
地
区
住
民
福
祉
活
動
計
画
」「
地
域

福
祉
推
進
計
画
」「
基
盤
強
化
計
画
」
か
ら
成
り
、
平
成
25
年
３
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
に
は
、
市
内
で
福
祉
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
で
策
定

委
員
会
を
組
織
し
、
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
地
区
懇
談
会
な
ど
の
機
会
を
設
け
、
よ
り
多
く
の
方

の
声
を
も
と
に
、
具
体
的
な
活
動
を
計
画
化
し
て
い
き
ま
す
。

『東近江市地域福祉活動計画』
 策定委員会委員長　

まつのはな　　かつ ふみ

松端　克文 氏

『東近江市地域福祉活動計画』
 策定委員会委員長　

まつのはな　　かつ ふみ

松端　克文 氏

桃山学院大学社会学部社会福祉学科教授
関わられた主な計画
　岸和田市地域福祉計画・地域福祉活動
　推進計画策定委員会副委員長、
　岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画
　策定委員会委員長など

�
﹃
地
域
福
祉
活
動
計
画
﹄
づ
く
り
が
ス
タ
�
ト
� 

こ
ん
な
地
域
に
し
た
い
　
を
カ
タ
チ
に
！  

”

”

ま     

ち

こ
ん
な
地
域
に
し
た
い
　
を
カ
タ
チ
に
！  

”

”

ま     

ち

　市内14地区ごとに懇談会を開催

します。私たちにとって「暮らしやす

いまちとは」「住み続けたいまちにす

るにはどうしたらよいか」一緒に考

えていきましょう。ぜひ、あなたも計

画づくりにご参加ください。

※詳細は各地区ごとにご案内します。
　また、社協ホームページでお知らせします。

地区懇談会・地区ワーキング会議などをもとに、
14地区それぞれの住民の「自分たちのまちを暮ら
しやすいまちにしていきたい」「こんな活動をし
ていきたい」という思いを形にしたもの

地区住民福祉活動計画を推進していくための市社
協の支援計画であり、東近江市の地域福祉を推進
するための計画

市社協組織の基盤強化計画

とは、『東近江市地域福祉活動計画』

地 区 住 民 福 祉 活 動 計 画

地 域 福 祉 推 進 計 画

基 盤 強 化 計 画

　
地
域
福
祉
に
は
、「
困
っ
て
い
る
人
を
地
域
で
支
え

る
」
と
い
う
側
面
、
も
う
一
つ
は
「
地
域
社
会
そ
の
も

の
に
働
き
か
け
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
め
ざ
す
」
と
い

う
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら

す
住
民
の
目
線
が
大
事
で
、
活
動
計
画
と
は
、「
自
分
の

住
む
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
」
を
住
民
自
身
が

考
え
、
目
指
す
べ
き
指
標
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

さ
り
げ
な
い
助
け
合
い
で
、

 

病
気
に
な
っ
て
も
、

 

歳
を
重
ね
て
い
っ
て
も

 

同
じ
地
域
の
仲
間
で

 

い
ら
れ
る
よ
う
に
。

 

 

当
た
り
前
の
こ
と
が

 

当
た
り
前
に
で
き
る

  

地
域
に
な
れ
ば…

 

  

子
ど
も
た
ち
が
、

   

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち
を

 

﹁
誇
り
と
文
化
の
あ
る
ま
ち
﹂
と

   

思
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
東
近
江
市
ら
し
い
」

   

活
動
計
画
に

   

な
る
よ
う
期
待
。 

﹁
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
﹂

  

と
い
う
気
持
ち
を
ど
う
す
る
か…

  

お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
え
る

  

地
域
に
し
た
い
。  

福
祉
に
関
心
の
な
い
人
の

 

意
見
を
聞
か
な
い
と

 

良
い
計
画
に
な
ら
な
い
。

 

ど
う
汲
み
上
げ
て
い
く
か
。 

  

 

困
っ
て
い
る
人
を

 

支
援
す
る
人
に

 

最
短
で
つ
な
ぐ

 

シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

 

若
い
人
、

 

特
に
学
生
の

 

意
見
を
聞
い
て

 

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。  

制
度
の
狭
間
に
い
る
方
の

 

困
り
ご
と
を
地
域
で

 

解
決
し
て
い
く
糸
口
が

 

見
つ
か
れ
ば…

 

そ
の
一
歩
に
な
れ
ば…

 

東
日
本
大
震
災
で

 

助
け
合
う
人
々
の
姿
を
見
て
、

 

自
分
た
ち
に
も

 

で
き
る
だ
ろ
う
か
と…

次の３つで構成します。

策
定
委
員
会
で
、
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

あなたの声を聞かせてくださいあなたの声を聞かせてください



あなたは まちの大きなチカラ
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ありがとうございました。

ボランティアについてのご相談は社協ボランティアセンターまで（表紙参照）

　障害者支援施設「あかね」では、みずほ教育

福祉財団から配食用小型電気自動車を寄贈して

いただきました。一人暮らし高齢者や障がいの

ある方への配食サービス・見守り活動に活用さ

せていただきます。

社会福祉法人蒲生野会あかね寮

（東近江市小脇町2089）

あなたは まちの大きなチカラ
社協のボランティアセンターがつなぎます！！ 

・「ボランティア活動をしたい人」と「ボランティ

　アの力を必要としている人」をつなぎます。 

・活動の紹介や仲間づくりのサポートをします。 

★そんなときはボランティセンターへ 
　ご相談ください！ 

…ボランティア活動のいろいろ…

技術を活かす

高齢者や障がいをもつ方へパソコンの使い
方のサポート、手話・点字・音訳での障が
い者支援、子どもたちへの福祉教育

特技を活かす

サロンや施設で…
歌や踊り、手品や紙芝居の上演、レクリ
エーションやゲームで交流、話し相手

子育てをサポート 

布絵本や布おもちゃの作成、絵本の
読み聞かせ、おもちゃの貸し出し、
子育ての相談 

環境・自然保護

清掃活動、自然保護活動、
子どもたちへの環境学習

募金する

共同募金や義援金への
協力、募金型自動販売
機の利用 

集める

牛乳パックやアルミ缶・ペット
ボトルキャップ・古切手、書
き損じハガキ等の収集 

・どんなボランティア活動があるの？

・何か役に立つことがしたい

・ボランティアに来て欲しいけど、

   どうすればいいの？ 
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の
相
談

弁
護
士
の暮

ら
し

「
交
通
事
故
の
示
談
交
渉
」

　
安
全
運
転
に
気
を
つ
け
て
は
い
て
も
、
一
瞬
の
油
断
で
起
こ
し
て
し
ま
う

の
が
交
通
事
故
で
す
。

　
任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
た
い
て
い
の
場
合
、
示
談
代
行
の
サ
ー

ビ
ス
が
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
事
故
の
相
手
方
と
の
交
渉
は
、
保
険
会
社
に

任
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。し
か
し
、
任
意
保
険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
交

渉
は
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
任
意
保
険
に
入
っ
て
い
て
も
、
自

分
の
方
に
全
く
過
失
が
な
い
と
き
は
、
保
険
会
社
が
示
談
代
行
を
し
て
く
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
と
し
て
事
故
に
遭
っ
た
と
き
も
、
自
分
で

交
渉
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
の
賠
償
額
の
計
算
は
、
通
常
、
定
型
化
さ
れ
て
い
て
、
基
準
に

従
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
自
ず
と
金
額
が
定
ま
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か

し
、
赤
信
号
を
無
視
し
た
か
否
か
で
言
い
分
が
食
い
違
う
な
ど
、
事
実
関
係

に
争
い
が
あ
る
よ
う
だ
と
、
訴
訟
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、
事
実
関
係
に
争
い
が
な
く
て
も
、
当
事
者
の
ど

ち
ら
か
が
、
基
準
ど
お
り
の
解
決
に
納
得
で
き
な
い
よ
う
だ
と
、
こ
れ
も
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
賠
償
額
の
基
準
そ
の
も
の
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
話

を
難
し
く
し
ま
す
。保
険
会
社
が
提
示
す
る
賠
償
額
は
、
一
般
的
に
、
裁
判
で

示
さ
れ
る
金
額
よ
り
も
安
い
も
の
で
す
。
弁
護
士
費
用
を
考
慮
し
て
も
、
被

害
者
側
か
ら
み
れ
ば
、訴
訟
を
し
た
方
が
有
利
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
当
事
者
間
、
あ
る
い
は
、
保
険
会
社
と
の
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合

で
も
、
い
き
な
り
訴
訟
に
持
ち
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
易
裁
判
所
の

調
停
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
し
、
最
近
で
は
、
弁
護
士
会
が
実
施
し

て
い
る
交
通
事
故
の
﹁
示
談
あ
っ
せ
ん
﹂
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。訴
訟
に

比
べ
て
、安
価
で
迅
速
な
解
決
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
は
、
知
識
が
な
か
っ
た
り
あ
わ
て
た
り
す
る
と
、
正
当
な
賠

償
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
通
は
、
示
談
を
急
ぐ
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
、
弁
護
士
会
の
法
律
相
談
を
利
用
す
る
な
ど

し
て
、
正
し
い
知
識
を
得
て
か
ら
、
落
ち
着
い
て
賠
償
交
渉
に
臨
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

弁
護
士
　
圡
井 

裕
明

ボランティア インタビューボランティア インタビューほっと
「紙芝居サークル てんとうむし」さんに
　　　防災カルタづくりのお話をお聞きしました。

　「生きるって何だろう」「絆の尊さって何だろう」…３月11日に起こった
東日本大震災をきっかけに、命の大切さについて見つめ直すようになりまし
た。
　震災のことを忘れないために、私たちができることは何か…そこで考えつい
たのが『防災カルタ』でした。それを持ってサロンへ行けば、みんなで防災に
ついて考えられるのではないかと思いました。

　まずこれまでからつながりのあった湖東中学校へ協力をお願いしました。先生も日頃から地域の取り組みに
生徒たちが関わることができないか、また防災について、何か考えることはできないかとの思いを持っておら
れ、共同制作が実現しました。

　さらに、ボランティア活動で知り合った方々とのつながりを大事にしたいと、サロンに来られているお年寄
りやボランティア、子育て真っ最中のお母さんなどに呼びかけました。みなさんに１枚ずつカルタの作成をお
願いし、332枚も完成しました。

　たくさんの思いがつまっているこの『防災カルタ』。今後、
サロンなどで、地域のみなさんと一緒に防災や支え合いについ
て考えていければ嬉しいです。また、地域のみなさんへの貸し
出しも予定しています。
　２月５日～３月４日、湖東図書館 (51枚)・探検の殿堂 (281枚)
において展示します。ぜひ観にきてください。

　会員14名。「みんなが主役 てんとうむし」をスローガンに、
東近江市内のサロンや敬老会、施設で紙芝居をメインに歌や踊
り、玉すだれ、オカリナ演奏などを行う。
　毎月１回、湖東図書館にて紙芝居を上演。

キラリと個性あふれるカルタが勢ぞろい
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民児協のまど民児協のまど
＜発　行＞平成 24年１月５日

事務局　東近江市社会福祉協議会
ＴＥＬ　０７４８－２０－０５５５

東近江市
民生委員児童委員協議会

深田氏の講演の様子

※『民児協』は民生委員児童委員協議会の略称です

『忘己利他』 の精神で！
　11 月 15 日、東近江市民生委員児童委員大会を開催しました。市

内の民生委員児童委員が一堂に会する、年に一度の機会です。

　全員の研修として、元滋賀県民生委員児童委員協議会連合会参

与であり、それ以前は約40年間中学校の教師をされていた深田弥行

氏の講演をお聞きしました。

　テーマは『忘己利他の訓

え』ー「己を忘れ、他を利す

るは慈悲の極みなり」との

意味。「我を通すばかりでは

いけない。人のためになることをせよ」と訓えられました。

また「あいさつ・笑顔・親切にお金はかからない。心の仕事

を大切に」との言葉もいただきました。

　人のため、地域のため、心を尽くしていきたいと、私たち民

生委員、気持ちを新たに精進してまいります。

地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

平
田
地
区
民
児
協

　

平
田
地
区
で
は
、
毎
月
、
船
岡

中
学
校
の
校
門
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
呼
び
か
け
や
朝
の
あ
い
さ

つ
運
動
、
八
日
市
西
小
学
校
の
下

校
時
に
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
行

い
、
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
区
社
協
事
業
に
協
力
し

独
居
高
齢
者
な
ど
へ
年
17
回
、
手

づ
く
り
の
お
弁
当
を
持
っ
て
見
守

り
訪
問
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

民
児
協
に
よ
る
父
子
家
庭
へ
の
配

食
も
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
訪

問
し
て
声
か
け
を
す
る
こ
と
で
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
様
子
が
わ
か

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
心
待
ち
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
で
は
、
委
員
同

士
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
行
い
、

委
員
相
互
の
資
質
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
地
域
で
信
頼
さ
れ
る

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
今

後
も
地
域
の
絆
を
大
切
に
、
地
道

な
活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

あけまして　おめでとうございます。
　本年もどうぞよろしくお願いします。
あけまして　おめでとうございます。
　本年もどうぞよろしくお願いします。

もう  こ    り    た

も う  こ   り   た 　     おし

ふか だ はるゆき 

会
長   

村
井
　
正
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相談日のお知らせ相談日のお知らせ

※時間はいずれも9：00〜12：00

開設日

　　　八日市福祉センター

　　　　　ハートピア八日市

　　　13:30～ 16:00（１名 30 分）

　　　市内在住の方（先着５名）

　　　電話　0748－24－2940

　　　 I  P　 0505－802－2988

　　　（担当 : 細野・是洞・池山）

時　間

場　所

時　間

場　所

お問合せ

対　象
お申込

１月

心配ごと相談無料法律相談 心配ごと相談無料法律相談 心配ごと相談無料法律相談

２月

月 火 水 木 金

5

12

19

26

八

八

八

6

13

20

27

能

能

能

能

2

9

16

23

30

蒲

五

蒲

3

10

17

24

31

愛

湖

永

4

11

18

25

八

八

八

八

月 火 水 木 金

1

8

15

22

29

八

八

八

八

2

9

16

23

3

10

17

24

能

能

能

能

五

蒲

五

蒲

6

13

20

27

愛

湖

永

7

14

21

28

八

八

八

八

9:00～12:00

八日市
永源寺　
五個荘
愛　東
湖　東
能登川
蒲　生

市役所 市民相談室
永源寺地域産業振興会館
五個荘福祉センター
愛東福祉センターじゅぴあ
湖東保健センター
能登川福祉センターなごみ
蒲生いきがい活動支援センターせせらぎ

＊秘密は厳守します。
＊社協では、日常生活や福祉に関する相談に
　応じます。お気軽にご相談ください。 社協各支所またはセンターまで (表紙参照 )

日常生活の中の困りごとについて、弁護士
が問題解決までの助言をします。

☆予約が必要です。予め相談概要をお伺いし

　ます。

☆同一事案での継続利用はできません。

　初めて相談される方を優先します。

１月25日(水)

　　※受付開始  1月４日 (水) 8：30～
２月22日(水)

　　※受付開始 ２月１日 (水) 8：30～

善意銀行だより
●金銭預託

●リサイクル預託

●金銭払出

●物品払出

¥31,727

¥6,000

¥10,000

¥3,964

¥52,484

¥10,000

¥113,000

¥14,660

¥50,000

¥3,000

¥5,000

¥17,500

¥20,000

¥2,000

¥3,000

¥4,035

¥300,000

¥2,400

PEACE東近江Suspension Bridge (指定)

本多　知巳(指定)

平井　伊佐美

中野地区人権のまちづくり協議会

小料理こばやし(指定)

湖東信用金庫五個荘支店

中島商事㈱

小倉町自治会・のびのび郷づくりの会

能登川給食センター

蒲生地区ボランティア連絡協議会

匿名(郵送)

匿名

匿名

匿名

匿名(郵送)

匿名

匿名(指定)

アルミ缶リサイクル収益金

玄米60kg･もち米60kg

紙オムツ･リハビリパンツ

自転車1台

食用油(一斗缶)

男性用衣類

茶葉

洗剤6箱

なべつかみ

ポータブルトイレ･衣類

電気ポット

もち米30kg

大根･玉ねぎ

もち米60kg

ブロッコリー2箱

米150kg

紙オムツ･尿取りパッド

手芸用品材料･反物

もち米30kg

ティッシュペーパー･
トイレットペーパー他

紙オムツ･尿取りパッド

大根

ゆず･さつまいも

米4kg

ほうれんそう

高岡　繁雄

匿名

匿名

匿名

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名(指定)

匿名

匿名(指定)

匿名

匿名

匿名

匿名

匿名

匿名

匿名

匿名

匿名(指定)

手作り飛び出し人形 61 体

玄米 30 ㎏

米･玄米 60 ㎏

衣類・シーツ他

手作り物品

もち米10kg・米10kg

手押し台車 (中古)1 台

車イス3台

(社)東近江青年会議所
夢創造委員会

村田　友幸

グリーン近江農業協同組合

小倉町自治会・
のびのび郷づくりの会

東近江市老人クラブ連合会
湖東ブロック女性部

新宮西営農組合  居原田金治

鷺坂　崇

滋賀第一交通㈱

●物品預託

緊急食糧支援（米、缶詰など）

白米

不織布マスク30枚入り

紙オムツ

マット･洗剤･湿気取り･石鹸

食用油 (一斗缶)

男性用衣類･茶葉･洗剤･
電気ポット･大根･玉ねぎ

もち米60kg

肌着

電動車イス

手作り物品（ペットボトルカバー他）

毛布･ボアシーツ･
リハビリパンツ･尿とりパッド

米30kg

もち米

衣類･シーツ他

ほうれんそう･大根･米

もち米20kg

もち米30kg

大根･トイレットペーパー

トイレットペーパー

ゆず

生活困難世帯（4世帯7袋）

生活困難世帯(4件)

生活困難世帯

しみんふくしの家･
カルナハウス

あゆみ作業所

デイサービスセンターハートピア

デイサービスセンター
ゆうあいの家

清水苑・きぬがさ荘・カルナ

ハウス・こぼしの家(指定)

生活困難世帯

障がいをもつ方

介護予防事業利用者

必要とされる世帯(7件)

かじやの里の新兵衛さん

デイサービスセンターなごみ・

ちゃがゆの郷･かじやの里の

新兵衛さん(指定)

ヘルパー利用者

介護予防事業

蒲生地区福祉と健康のつどい

蒲生地区福祉推進協議会

生活困難世帯

いこい作業所

社協デイサービスセンター

¥31,727

¥11,798

いわての学び希望基金（指定）

福祉電話基本料金（9件）

アルミ缶

使用済み切手

使用済みテレカ

書き損じハガキ

ベルマーク

ペットボトルキャップ

3件

21件

5件

1件

5件

9件

これとう

あたたかいご寄付をありがとうございます　（平成23 年10月1日～平成23年11月30日）（敬称略） 　（敬称略）



　東近江青年会議

所（ＪＣ）様 よ り 手

づくりの飛び出し

人形61体をご寄贈

いただきました。こ

の飛び出し人形は、

「のとがわふれあい

フェア」の中で東近

江青年会議所と子どもたちが作成されたものです。

　東近江市社協では、子どもや高齢者の安全を守るた

め、通学路や危険な場所等への飛び出し人形の設置を

支援しています。希望される自治会は、下記までご連絡

ください。

わ

＝音声訳いたします＝
　視覚障がいや高齢等により、本や手紙を読むことが困難

な方へ、ボランティアが音訳いたします。図書館や社協での

実施となります。また、市・社協広報誌の音訳テープあり

ます。ご利用ください。

日　時：3月13日(火)10:30～15:00

場　所：能登川コミュニティセンター (東近江市猪子町1-1)

内　容：聴覚障がい者の体験談＆軽スポーツ

対　象：市内在住の聴覚に

　　　　障がいをお持ちの方

参加費：500円 (昼食代)

申込締切：2月29日 (水)

　11月30日現在で、11,462,309円の義援金が寄せられました。

　東近江市共同募金委員会より中央共同募金会を通じて、被

災者へ届けられます。

東日本大震災義援金受付報告こどもたちが作った飛び出し人形を
まちに設置しませんか！

お申込み・お問合せ

   社協 地域福祉課

     電話：0748－20－0555

     ＩＰ：0505－801－1125

お申込み・お問合せ

　東近江市障害福祉課

　　FAX：0748-24-1052

　　電話：0748-24-5640

　　ＩＰ：0505-801-5640

ご希望の方はお気軽に社協 地域福祉課まで 電話 0748-20-0555

「仲間の輪を広げたい！」「仲間と一緒に何かしたい！」 そんな気持ちを応援します !!

日時・内容

お申込み・お問合せ

　社協 地域福祉課

　　電話：0748-20-0555　ＩＰ：0505-801-1125

＜対　象＞ 市内在住の退職シニア世代の方

＜場　所＞ 八日市福祉センター（東近江市今崎町 21‒1）

＜定　員＞ 30 名

＜参加費＞ 全６回で 1,000 円

　　　　　 第３回は材料代として別途 500 円

＊内容により

　場所と時間が

　かわります

男性も女性も
大歓迎です！

第３回退職シニア地域デビュー講座

仲間づくり応援講座仲間づくり応援講座
参加者 募集！

①１月24日（火） 13：30～ 16：00

　「はじめまして～“仲間”を知ろう～」

　●自己紹介・自己紹介カードづくり他

②１月31日（火） 13：30～ 16：00

　「人生をいきいきと！～活動の輪の広げ方教えます～」

　●先輩シニアの活動紹介（守山市 うり坊の会 村中治之 氏）

　　コーヒーを淹れてみよう

③２月 ７日（火） 10：00～ 15：00

　「仲間と絆を深めよう」

　●うどん打ち

　●遊歩会(１期生)とピョンの会(２期生)の活動紹介

④２月14日（火）～ 17日（金）

　「体験してみよう！」

　●活動体験・見学

⑤２月21日（火） 13：30～ 16：00

　「みんなの発見を知ろう」

　●体験での発見・気づきを話そう

⑥２月28日（火） 13：30～ 16：00

　「この指と～まれ！仲間と一緒に動き出そう」

　●次へつなげよう！仲間と活動の企画

この講座は「退職シニア地域デビュー講座」

　1・２期生が企画運営に参加しています

聴覚障がい者と民生委員児童委員の
交流会を開催します

聴覚障がい者と民生委員児童委員の
交流会を開催します
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